2022年度
地 中 送 電 管 路 工 事 技 術 ・ 技 能 認 定 ( 管 路 こ わ し 工   )
学科講習・学科試験・実技試験受験の案内(一般)
（エキスパート）
１．申込受付期間
2022年11月11日（金）～11月30日（水） 締切日（11月30日）電子メール受信まで有効
※今年度の受講者募集は20名となります。申込多数の場合は別途ご連絡いたします。
２．講習および試験日
2022年１２月２０日（火）
８：２０～１６：００
３．試験地
管路こわし工エキスパート（学科講習試験・実技試験）
㈱関電工   技術研究所
茨城県かすみがうら市下稲吉2673-169    TEL 0299-59-6911
４．受験手数料および認定費用
管路こわし工エキスパート（学科講習試験・実技試験）  ５０，０００円
※実技試験の傷害保険料は試験会場で別途徴収いたします(1,000円程度)。
※学科講習試験・実技試験に合格した場合、認定費用３０，０００円を徴収します。
５．受験資格
	受験資格項目
	エキスパート
	

	推薦会社
	有
	

	東京電力PG地中線管路工事及び 他電力地中線管路工事における    経験件数
	５件以上
	

	東京電力PG地中線管路工事及び 他電力地中線管路工事における
「管路こわし作業」経験件数
	３件以上
	


６．提出書類
管路こわし工【エキスパート】資格認定　申請書・経歴書に必要事項を記入し、11月25日までに【データ返信先】へメールしてください。申請書・経歴書に不備がある場合には、ご連絡いたします。連絡がない場合には、11月30日(消印)までに【データ郵送先】へ郵送してください。
※取得資格：地送研としては、研削砥石の取替え等の業務に係る特別教育を取得していることを推奨します。
【データ返信先】
㈱関電工   戦略技術開発本部　技術開発部　井口昌之
〒108-8533　東京都港区芝浦4-8-33
℡050-3144-1413　　携帯080-5869-5517
iguchi-m01@kandenko.co.jp
データ返信期限：2022年11月30日（水）必着
【データ郵送先】
㈱関電工   戦略技術開発本部　技術開発部  井口昌之
〒108-8533　東京都港区芝浦4-8-33
℡050-3144-1413　　携帯080-5869-5517
データ返信期限：2022年11月30日（水） (消印有効)
７．受験資格審査

管路こわし工技能認定申請書の提出後、土木委員会にて受験資格を審査する。

８．受験票の送付
受験資格審査の上、受験資格者へ受験票を送付する。
受験票：2022年12月9日（金）発送予定。

９．受験手数料の振込み

受験申請者は受験票を受理次第、受験手数料を期日までに指定口座に振り込む。

受験手数料・振込指定口座

金融機関：みずほ銀行   浜松町支店

口座番号：普通   ３２１５３９３

口座名義：地中送電技術研究会

振込期限：2022年12月14日（水）

１０．試験日・スケジュール
試験日
2022年12月20日（火）
	受付・入室時間
	８：2０
	～
	８：３０

	学科講習
	８：３０
	～
	９：２５

	東京電力PG殿　挨拶   
	９：２５
	～
	９：３０

	土木委員会　挨拶
学科試験
	９：３０
９：３０
	～
～
	９：３５
１０：００

	学科試験
	９：３５
	～
	１０：０５

	休   憩（実技試験準備）
	１０：０５
	～
	１１：００

	実技試験
	A  班
	１１：００
	～
	１３：１５

	
	B  班
	１１：００
	～
	１２：３０

	休  憩（昼食）
	A  班
	１３：１５
	～
	１４：１５

	
	B  班
	１２：３０
	～
	１３：３０

	実技試験
	A  班
	１４：１５
	～
	１５：4５

	
	B  班
	１３：３０
	～
	１５：４０

	アンケート記入・自由解散
	１５：4５
	～
	１６：００


１１．試験地へのアクセス
試験会場へは車と電車での来場が可能です。
㈱関電工  技術研究所
茨城県かすみがうら市下稲吉2673-169
080-5869-5517　担当：井口
【アクセス】

【電車】
JR常磐線神立駅下車約4km タクシー15分 JR常磐線土浦駅下車約8km
   タクシー30分
【車】
柏・取手方面から土浦北ICで降りR125からR6に入り約6km 約15分 水戸方面から千代田石岡ICで降りR6で約4km約10分
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１２．受験に際しての注意事項
（１）受験に必要なもの
①受験票
②筆記用具（鉛筆またはシャープペン、消しゴム）
※昼食・飲料は各自用意してください。
（２）服装
①作業服（管路こわし工技能検定に必要な服装） 安全装備
	安全装備
	仕
様
	数
量

	安全帽
	
	各自１台

	安全靴
	
	各自１台

	防護メガネ
	
	各自１台

	防塵マスク
	
	各自１台

	防振手袋(推奨)
	
	各自１台

	足甲プロテクター
	
	各自１台

	その他必要と思われる安全装備
	
	各自１式


②使用機械、工具 受験申請者が各自持参する機械、工具
	機械・工具
	仕
様
	数
量

	電工ドラム
	屋外型  ３０ｍ巻
	各自１台

	電動ピック
	
	各自１台

	ハイニブラ
	受刃の薄いもの ※1
	各自１台

	ベビーサンダー
	鋼管切断用
	各自１台

	手ハンマー
	
	各自１台

	手ノミ
	
	各自１台

	番線カッター
	
	各自１台

	金切のこぎり
	鋼管切断用 ※2
	各自１台

	その他必要と思われる工具
	バール、ドライバー、シノ、 マグネットバー 等
	各自１式


※試験対象の管材：HPφ150およびSGPφ150
③試験会場で準備している機械・設備
	機械・工具
	仕
様
	数
量

	コンクリート・ブレーカー（チッパー）
	
	各自１台

	コンプレッサー
	
	１台(２人）

	工事用電源
	
	各自１口


[image: image2.png]FreLr

1
HEIC

1
. g !
8 :
m = |
b 1
ki s
L o



※1：ハイニブラ：一般的なハイニブラでは刃でケーブルを傷つけるため実技試験では不合格となります。下図の○で示す受け刃が薄いタイプをご用意ください(メーカーは参考)。
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※2 金切のこぎり
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